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氏名 性別 年齢 職業 経歴 農業経営の状況
団体の名称
代表者の氏名

構成員
の数

活動の
主たる
目的

推薦理由

1 白丹地区 今永　誠一 男 63 団体職員

昭和５７年６月　久住町農協入所
平成１１年４月　竹田市農協へ合併
平成２０年４月　大分県農協へ合併　現在に至る
令和４年１２月～令和７年１１月　民生委員

水稲

耕作面積　１４ａ

尾登自治会
自治会長　鶴田　博

１４戸
自治会
活動

農協の職員として農業全般の知識があり、農地利用最適化推進委員には適任であるた
め。

2 白丹地区 佐藤　錦也 男 63 農業
農地利用最適化推進委員　２期
　　　　　（Ｈ29.8.1～Ｒ2.7.19、Ｒ5.7.20～現在）

飼料用稲
繁殖牛

耕作面積　130ａ

後山自治会
自治会長　佐藤　久幸

１９戸
自治会
活動

現在畜産業を主に農業経営を行っており、また認定農業者として地域の農業の担い手とし
て、地域の農業に携わっている。

竹田市農地利用最適化推進委員推薦の状況（団体等による推薦）

推薦・応募する区域

被推薦者（推薦を受ける者） 推薦者

氏名 性別 年齢 職業 経歴 農業経営の状況 氏名 性別 年齢 職業 推薦理由

1 久住地区 堀　孝広 男 60 会社員
消防団員

竹田市猟友会久住支部事務局

水稲

椎茸

耕作面積　100ａ

志賀　清隆 男 66 農業
阿蔵野自治会の中核的農家であり、移住してきた住民に対して農業指導、支援をす

るなどリーダー的な存在である。

2 久住地区 白石　俊昭 男 59 農業 農地利用最適化推進委員　１期（Ｒ5.7.20～現在）

水稲

繁殖牛

耕作面積　600a

工藤　英士 男 60 農業 現在も農地利用最適化推進委員をしており、地域の人の人望もあり適任である。

竹田市農地利用最適化推進委員推薦の状況（個人による推薦）

被推薦者（推薦を受ける者） 推薦者

推薦・応募する区域

推薦・応募する区域 氏名 性別 年齢 職業 経歴 農業経営の状況 応募理由

1 下竹田地区 塩手　光史 男 69 農業
民生委員　３年（R4.12.1～R7.11.30）

自治会長　１年（R7.4.1～R8.3.31）

水稲

耕作面積　１５５ａ

竹田市では少子高齢化が進み、農地の維持管理や担い手不足が深刻化していま

す。こうした中で、農地利用最適化推進委員として地域農業に積極的に関わり、農

地の有効活用と持続可能な農業の実現に貢献したいと思い応募いたしました。

2 長湯地区 弓立　久惠 女 80 農業 自治会長　１年（Ｒ7年4月～Ｒ8年3月） 耕作面積　4ａ

現場活動や会議や研修会等を通じて農作物を豊富に作りたいと思います。それが

出来たら長湯にお客さんが足を運んでくれるようになればいいと思いますので応募

しました。

3 松本地区 吉野　眞治 男 72 農業 農地利用最適化推進委員　３期（Ｈ29.8.1～現在）

ピーマン

耕作面積　20ａ

松本は圃場整備進行中のため、引き続き応募する。

竹田市農地利用最適化推進委員応募の状況


